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本
書
は
出
土
資
料
等
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
情
報
処
理
の
歴
史
を
解
明
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
藤
田
勝
久
・
松
原
弘
宣
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情

報
伝
達
』、
同
『
東
ア
ジ
ア
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
』
に
続
く
愛
媛
大
学
「
資

料
学
」
研
究
会
の
活
動
に
基
づ
く
三
冊
目
の
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
で
同
会

の
「
資
料
学
」
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
最
も
注
目
さ
れ
る
の

は
、
東
ア
ジ
ア
各
地
域
の
研
究
を
繋
ぐ
枠
組
み
と
し
て
「
機
能
を
比
較
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
構
造
的
な
分
析
と
比
較
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
 

 
第
一
部「

東
ア
ジ
ア
の
資
料
学
研
究
」に

は
以
下
の
論
考
が
収
録
さ
れ
る
。

藤
田
勝
久
「
中
国
簡
牘
の
文
書
・
記
録
と
情
報
伝
達
」
は
東
ア
ジ
ア
「
資
料

学
」
の
新
た
な
方
向
性
を
提
示
す
る
。
中
国
簡
牘
と
韓
国
・
日
本
木
簡
は
時

代
的
懸
隔
に
由
来
す
る
書
写
材
料
状
況
の
違
い
が
比
較
研
究
の
妨
げ
と
な
る

が
、
本
論
考
は
一
連
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
形
態
が
変
化
し
て
も
同
じ
機
能
を

持
つ
情
報
伝
達
の
原
理
に
注
目
し
て
歴
史
内
容
の
差
異
を
解
消
す
る
方
法
を

提
案
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
簡
牘
の
機
能
を
分
析
・
分
類
し
、
日
本
古

代
木
簡
と
比
較
す
る
。
続
い
て
、
出
土
簡
牘
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
た
陳
偉

「
秦
簡
牘
研
究
の
新
段
階
」、
工
藤
元
男
「
楚
簡
・
秦
簡
研
究
と
日
中
共
同
研

究
」、
金
慶
浩
「
韓
国
の
木
簡
研
究
の
現
況
」
が
収
録
さ
れ
る
。
近
年
の
出
土

資
料
の
増
加
と
研
究
の
進
展
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
文
書
の
機

能
と
関
わ
る
論
考
二
篇
が
収
録
さ
れ
る
。
關
尾
史
郎
「
破
莂
・
別
莂
考
」
は

裁
断
す
る
こ
と
で
証
書
の
機
能
を
持
つ
「
莂
」
の
三
国
呉
の
地
方
行
政
に
お

け
る
使
用
状
況
を
分
析
し
、「
莂
」
の
両
片
を
分
有
・
保
管
す
る
両
当
事
者
は

い
ず
れ
も
掾
ク
ラ
ス
の
県
吏
で
あ
り
、
裁
断
の
際
に
当
事
者
双
方
は
立
ち
会

わ
な
い
と
す
る
。
石
上
英
一
「
奄
美
諸
島
史
料
と
文
書
の
集
合
態
・
複
合
態
」

は
近
世
奄
美
諸
島
の
田
畑
家
隠
居
跡
文
書
の
集
合
態
を
分
析
し
、
正
倉
院
文

書
の
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
類
型
と
比
較
す
る
。
ま
た
鹿
児
島
藩
の
統
治
制
度

に
よ
る
複
合
態
文
書
の
存
在
も
指
摘
す
る
。
 

 
第
二
部
「
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
、
地
域
社
会
」
に
は
以
下
の
論
考
が
収

録
さ
れ
る
。
金
秉
駿
「
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
の
出
土
位
置
と
編
連
」

は
『
二
年
律
令
』
は
墓
主
が
使
っ
た
正
本
で
は
な
く
、
埋
葬
の
た
め
に
抄
写
・

編
連
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
張
俊
民
「
漢
代
郵
駅
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
駅
の

接
待
方
式
」
は
懸
泉
置
簡
の
鼓
令
冊
・
適
令
冊
か
ら
漢
代
郵
駅
機
関
の
運
営

を
復
元
す
る
。
侯
旭
東
「
後
漢
『
乙
瑛
碑
』
に
お
け
る
卒
史
の
増
置
に
見
え

る
政
務
処
理
に
つ
い
て
」
は
『
乙
瑛
碑
』
か
ら
皇
帝
の
裁
可
を
得
る
情
報
伝

達
経
路
を
復
元
し
、
皇
帝
の
「
臣
民
の
建
議
の
傾
聴
者
」
と
い
う
側
面
を
示

す
。
馬
怡
「
漢
晉
時
代
の
倉
廩
図
に
み
え
る
糧
倉
と
簡
牘
」
は
漢
晋
墓
葬
の

倉
廩
図
に
描
か
れ
た
人
物
の
持
つ
棒
・
束
状
物
が
倉
の
出
納
の
券
書
だ
と
論

じ
、
簡
牘
の
使
用
を
可
視
的
に
示
す
。
上
野
祥
史
「
漢
代
北
方
の
地
域
社
会

と
交
通
」
は
墓
葬
と
県
城
の
設
置
を
対
照
さ
せ
、
漢
代
北
方
地
域
で
漢
人
の

生
活
文
化
圏
と
郡
県
制
に
よ
る
帝
国
領
域
に
ズ
レ
が
あ
っ
た
と
す
る
。
佐
々

木
正
治
「
漢
代
に
お
け
る
鉄
製
農
具
の
生
産
と
流
通
」
は
鉄
鍤
の
出
土
状
況

と
後
漢
の
碑
文
か
ら
郡
を
単
位
と
し
た
漢
代
の
鉄
製
農
具
の
流
通
形
態
を
示
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す
。
 

 
以
上
、
本
書
に
は
最
先
端
の
資
料
・
方
法
を
用
い
た
研
究
が
多
数
収
録
さ

れ
る
。
本
書
の
提
起
す
る
機
能
比
較
と
い
う
方
法
は
東
ア
ジ
ア
に
止
ま
ら
な

い
地
域
の
情
報
伝
達
と
の
比
較
研
究
の
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
幅
広

い
分
野
の
研
究
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
で
関
連
す
る
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
石
原
遼
平
）
 

          

                
 


